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山寺　信広*

1はじめに

旧mbox (従来のメールサーバ)は,平成6年度から運用を開始し7年以上の間稼

働してまいりましたが, --ドウェアの老朽化やosのバージョンの古さ,また,近
年猛威をふるっているコンピュータウィルス・悪質なクラッキング対策のため,機

種を更新することとなりました。

旧mboxの運用開始当初は,現在のようにメーラー(POPによるメール送受信ソフ

ト)が普及していなかったためtelnet等でIogin L, mail,mailx等のUNⅨコマンドや
mule等のツールを利用してメールの送受信を行うことを前提としたサービスを行っ
てきましたが,現在ではPCに標準で用意されているものやフリーウェア,商品化さ

れたものなど多彩なメーラーが普及し,大多数の利用者がこれを利用してメールの
送受信を行っています。

この様な現状を鑑みて以下のようなポリシーのもとで新mboxを導入することとな

りました。

・送受信ともウイルスチェックを行い双方向でコンピュータウィルスの流通を防ぐ。

・クラッキング対策のため,一般利用者のIoginを許さない。
・利用者の登録・削除などの利用者管理はメール運用責任者が行う。

このことにより,自作のシェルスクリプト等を利用した自動応答・大量処理など
を行うことが出来なくなり, UNIXユーザには不便なメールサーバになってしまいま

したが,セキュリティー強化のために必要な処置ですのでご協力頂くようにお顧い
いたします。

なお,メールのフォワーディング機能は一般利用者も設定が可能ですのでこの様

な処理は,ご自身のマシンで行って頂くことになります。

この資料は,一般利用者向けの利用法と電子メール運用責任者向けの二部に分か

れています。

なお,この資料は、メール管理ソフトの作成元であるインタセクト・コミュニケ

ーションズ株式会社が作成したものをもとに修正を加えたものです。

情報基盤センターネ・/トワーク管理掛　野m叫止i@cc.kyushu-u.ac.jp
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iI^^^^^^e!

I　一般利用者向け利用法

1メール管理システムへのログイン方法

ログインURL (プロキシサーバ経由では利用できません)

https :〟 !唾盛.nc.kyushu-u.ac.jp : 8443/

上記のURLにブラウザでアクセスすると、次のログイン画面が表示されます。

現在のmboxの運用停止後(この記事の発行される頃には旧血boxは運用停止されて

いるはずです)は、些垣堅.nc.kyushu-u.ac.jp:8443/でアクセスできるようになります。

ち^^H9
自由に設定可能な部分　　部局により固定されている部分(3桁)

メール管理システムでは、上記のようにメールアドレスを2つの部分に分けて認識

していますが、現在のメールアドレスに変更はありません。

九州大学情報基盤センター広報
Vol. 2　No. 1 2002 -8-



mbox2のメール管理ソフト利用法について

2　日分のパスワードを修正するためには

以下では、部局コードがcc2の場合を例に説明しています。

例えば、自分のメールアドレスが

user3cc2 @ mbox.nc.kyushu-u.ac.jp

とするとき、パスワードを修正するためには、ログイン画面で次のように入力しま

す。

入力に間違いがあると

Error 748: Access Denied.

のようなメッセージが表示されます。
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